
マイウェイマーケットの定期開催における商店街の活性化と
AIカウンターによる商店街人流の可視化 

事業報告書

今治銀座商店街協同組合
理事⾧ 友田 康貴



実施期間 R7年7月15日～R7年12月31日

• AIカウンター設置期間
R7年7月15日～R7年12月31日

• マイウェイマーケット開催日（4回開催）
9月14日 10月12日 11月9日 12月14日
開催時間 10：00～15：00



AIカウンターによるわかった結果

中心市街地地域においてイベント開催がある時は人流が極端に増えるがその他の日は少な
いが600～1,000人程度の通過人数があることがわかった。
特に男性の通過人数が多く、世代別には40～60代の方が多く商店街を通過している。
イベント時には家族連れの世代が多く商店街に来てくれることも分かり、魅力を作れば世
代に問わず商店街を訪れることもわかった。



AIカウンターによる人流計測



AIカウンターによる人流計測



マイウェイマーケットの実施報告
9月14日は、せとうちみなとマルシェとは別の単独での開催となり集客も弱く、賑わいに
乏しかったが、せとうちみなとマルシェと同日開催の時は通行人数も増え、賑わいを創出
できたと感じる。今後回数を重ねる事で定着が見られ、独自開催でも集客を増やし商店街
の魅力とひとつとなれるとの実感を得た。

9月14日マルシェ無しでの開催 11月9日にマルシェと合わせての開催



マイウェイマーケットの実施報告
HP



マイウェイマーケットの実施報告



事業を通じての課題
現状イベントを通じての賑わい作りとなっているが、商店街に店舗を増やすためには、イベン
トと合わせて、それ以外の魅力づくりも大切と感じた。
AIカウンターによる人流分析は大変効果的で可視化できることは今後の目標設定がしやすいと
実感したが、ランニングコストの捻出が課題であると感じた。

課題への解決策
商店街内で連携をとり、子育て世代層への魅力を作ることにより、平日でも商店街を訪れるきっかけ
を作る。店舗誘致については小売店に限らず、塾、遊具施設等も視野に入れる。

また、AIカウンターの常時設置については各店舗へ協賛金を募り、年間通じての維持に努めていく。


